








 

近年,アメリカの Wolf らにより,late onset multiple carboxylase 欠損症がビオチニダー

ゼ欠損によって引き起こされることが明らかとなり,血清ビオチニダーゼを測定する種々

の方法が報告されている。ビオチニダーゼ欠損症は早期に発見すれば,治療可能な疾患であ

り,外国での発生頻度は 1～数万人に 1人といわれている。我が国における発症頻度はまだ

不明であるが,スクリーニングの必要性について検討を要する疾患であると思われる。今回,

我々は,新生児・未熟児における血清ビオチニダーゼを測定したので報告する。 


